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Participation in community sports clubs and factors
for the desire to continue exercising
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　　　　　For middle-aged and elderly men to continue exercising, they must have friends to 
exercise with.  However, most quantitative studies on participation in community sports clubs 
and the desire to continue exercising have studied adolescents and women; few have studied 
middle-aged and elderly men.  That said, studies of brand communities have found that the 4 
elements of the DART model and the “experiential value” encourage participation in the 
community and heighten loyalty to the community.  Thus, the current study analyzed the 
effects of experiential value of sports clubs and groups on the desire to continue exercising.  
First, focus group interviews were conducted with men ages 30 up to 50, and the 
aforementioned hypothesis was refined.  Second, men ages 30 up to 60 were surveyed 
nationwide, and valid responses were received from 2,000 respondents.  Covariance structure 
analysis revealed that the ability to dictate satisfaction with experiential value of sports clubs 
and groups was equivalent to the ability to dictate satisfaction with the perceived benefits of 
sports clubs and groups.  Experiential value is greatly affected by the extent to which 
elements of the DART model have been implemented.  In addition, improved satisfaction was 
found to heighten loyalty and help encourage men to continue exercising.

Keywords : community sports clubs, experiential value, DART

１．問題の所在

　生活習慣病予防のためには、「食事改善」と「運
動」による肥満の防止が効果的である。しかしダイ
エット行動は長続きせず、リバウンドしてしまうこ
とが多い。健康的な食生活や運動習慣の「維持期」
（Prochaska and DiClemente, 1983）に移行するた

めの方策が求められている。
　近年ではダイエット支援サービスとして、ネット
を活用したサービスが増えてきている（三健人、み
んなでダイエッチュ、NIKE+など）。これらのサー
ビスでは何らかの形で同じ悩みを持つ人々との交流
が可能となっており、一定の効果をあげている（金
森 2011）。
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　金森（2012a）は健康的な生活習慣の定着には所
属集団の力が重要であるが、食事と運動ではその集
団の種類が異なることを実証した。即ち、健康的な
食事習慣の維持には家族が、運動の継続のためには
一緒に運動する仲間が必要である。家族は多目的な
集団であり、その形成と維持については多くの研究
成果がある。しかし運動する仲間を見つけて、そこ
で運動習慣を維持するための条件については研究成
果が少ない。
　以上の問題意識から、本研究では中高年男性のス
ポーツクラブ・サークルへの参加と運動継続を規定
する要因について明確にし、実証することを目的と
する。

２．運動継続のコミュニティ効果

２－１．集団の生活習慣改善効果
　ダイエットのためには「運動」と「健康な食事」
の習慣化が必要である。従来は「ダイエットに対す
る態度」を変容させるための指導が一般的であった

が、期待されるほどの効果を発揮してこなかった。
そこで前述の金森（2012a）ではダイエット行動の
規定要因として所属集団のソーシャル・サポートに
注目した。
　全国の30～60代の男性1,000人に対してアンケー
ト調査を実施し、クロス集計、重回帰分析とパス解
析を行った。その結果図１に示すように、ダイエッ
トに対する態度のうち「ダイエット有益度」、「ダイ
エット障害度」、「ダイエット自己効力感」が運動習
慣と食事習慣を規定していることが確認できた。ま
た所属集団の要因としては、「一緒に運動する仲間
の人数」が運動習慣に影響を与え、「一緒に食事を
する人数」と「家族に大切にされている程度」が食
事習慣に影響を与えていることが明らかになった。
なお肥満度は運動習慣と食事習慣によって規定され
るが、外生変数として重要な要因は「親の肥満度」
と「年齢」であった。
　これらの分析から、食事については「家族」の、
運動については「運動する仲間」のソーシャル・サ
ポートが重要であることが確認された。

G F I = . 9 9 ,  A G F I = . 9 7 ,  R M S E A = . 0 4 , 
n=1000,χ2=65.24, 自由度=25, 数字は標準化係
数, 実線のパスは1%水準で有意

図１　ダイエット行動の規定要因
（出所）金森（2012a）
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２－２．スポーツ・コミュニティの効果
　家族以外の「仲間」については、都市社会学での
コミュニティ論において研究されてきた。しかし都
市コミュニティ論においては、スポーツ・コミュニ
ティは「アクセサリー的皮相構造」として軽視され
ることが多く、スポーツの集団論的研究は遅れてい
た（伊藤・松村 2009）。しかし近年では次第に研究
対象としてスポーツ・コミュニティが取り上げられ
るようになってきた。たとえば田中（2009）は、
「頂点スポーツ（チャンピオンシップ・スポーツ）」
と「幅広スポーツ（裾野スポーツ）」を区別し、後
者についての事例研究により、社会関係の重要性を
提案している。
　一方で体育学の分野での研究では、スポーツ行動
を規定する要因として、社会経済文化的要因、スポ
ーツ関連要因、身体的要因、心理的要因などがあげ
られている（金崎・多々納・徳永・橋本 1981）。特
に社会的要因としての「主観的規範」に注目した研
究もある（須藤 2008）。また金崎・徳永・藤島・岡
部・橋本（1989）は、運動継続のためには一緒に運
動する仲間が揃っていることが重要であるとしてい
る。関連して運動コミットメントの尺度化を試みた
研究もある（金崎 1992）。しかし多くの研究は大学
生の競技型スポーツを対象とした研究であり、「幅
広スポーツ（裾野スポーツ）」については女性を対
象とした研究はあるが、中高年男性のスポーツ・コ
ミュニティ研究は少ない。
　このように中高年男性の運動継続の要因として
「運動する仲間」を取り上げた研究は少なく、スポ
ーツ・コミュニティ参加と運動継続の要因について
の実証研究が必要である。

２－３．ブランド・コミュニティにおけるDARTと
経験価値

　ブランド論の分野の研究では、近年「ブランド・
コミュニティ」という概念が注目されている。特定
のブランドのファンはコミュニティを形成しており、
ブランド・コミュニティへ参加させて継続的に所属
させることにより「ブランド価値」が高まるという
考え方である。この構造はスポーツ・コミュニティ
にも応用可能であると考えられる。
　Keller（2003）はブランド構築のステップの最終

段階として、消費者とブランドとの間に共鳴（レゾ
ナンス）・共感が生まれ、この状態に至るとブラン
ドは永続的に顧客を維持することができるようにな
るとしている。Muniz and O'guinn（2001）はサー
ブ、マッキントッシュ、フォード・ブロンコといっ
たブランドについて調査し、ブランド・コミュニテ
ィに参加することで共感が生まれ、「仲間意識」「儀
式と伝統」「倫理的責任」といった特徴が共通して
観察されるとしている。また、一般にネットコミュ
ニティへの参加がブランド態度形成に寄与している
との実証結果が報告されている（金森 2009）。この
ように顧客がブランドと共鳴・共感して一体となり、
コミュニティに参加している状態が、ブランド価値
が高い状態である。
　Schmitt（1999）は顧客の経験するブランドの価
値 に は ５ つ の「 戦 略 的 経 験 価 値 モ ジ ュ ー ル
（SEM）」 が あ る と し て い る（ 表 １）。 特 に
「RELATE」は、Keller（2003）の「レゾナンス」
やMuniz and O'guinn（2001）の「ブランド・コミ
ュニティ」に対応しており、特定のブランドを核と
したコミュニティに所属しているという感覚が存在
す る 状 態 で あ る と 考 え ら れ る。 後 にBrakus, 
Schmitt and Zarantonello（2009）は、これらのブ
ランド経験の強度がブランド・パーソナリティや顧
客満足度を経由して、ブランド・ロイヤルティを規
定するという実証研究結果を報告している。
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　Prahalad and Ramaswamy（2004） で は、 ブ ラ
ンド経験を充実させるためには消費者が価値創造の
プロセスに参加しやすくなければならないとし、そ
のための４条件を「DART」として提案している
（表２）。この４つの要素が揃った時、「RERATE」
をはじめとするブランド価値を経験しやすくなる。
その結果、「レゾナンス」が生じやすくなり、「ブラ
ンド・コミュニティ」が形成され、ブランド価値が
高まっていくことが予想される。
　DARTがブランド経験価値を規定し、ブランド
経験価値が顧客満足度とロイヤルティを規定すると
いうモデルは、実際に多くの商品カテゴリーで実証
された（金森 2012b）。

３．スポーツ・コミュニティ参加に関す
　　る定性分析（研究１）

　これらの先行研究を踏まえて、スポーツ・コミュ
ニティ参加と運動継続の要因を特定化するために、
30代から50代までの男性を対象としたグループイン
タビューを実施した。2012年2月16日木曜日19時か
ら20時30分まで、会場は浜松町の株式会社ドゥ・ハ
ウスのインタビュールームである。
主なインタビュー項目は、スポーツ実施状況・過去
経緯（部活動など）、クラブ・サークルでの活動状
況、クラブ・サークルでのコミュニケーション、ク
ラブ・サークルでのサイト活用について、である。
最後のサイト活用については、以下の４つのサイト
を見せて評価してもらった。すなわち、ヨコハマミ

表１　経験価値モジュール

（出所）Schmitt 1999

表２　DART

（出所）Prahalad and Ramaswamy（2004）より作成
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ナ ト サ イ ク リ ン グ ク ラ ブ（http://www.ymcc-
kanagawa.org/）、GO.FIELDア ソ シ エ イ ツ
（http://www.gfjassociates.com/）、スポーツ総合
サ イ ト・ ス ポ ー ツ ワ ン（http://www.facebook.
com/sportsone.jp）、J・SPORTS・ サ イ ク ル 部
（http://www.facebook.com/jspocycleclub） で あ
る。
　スポーツクラブ・サークルに所属している人6人
をリクルーティングした（表３）。ほとんどの人が
学生時代に運動部での活動の経験があった。
　スポーツクラブ・サークルを選択する際に注意す
る点は、第一にメンバーのレベルである。メンバー
の技能が高すぎても低すぎても敬遠される。また年
齢層は近い方がよく、あまり若いメンバーがいると
試合結果や記録にこだわってしまって長続きしない
ようである。さらに男性だけのクラブ・サークルの
方がよく、「女性が入ると雰囲気が変わってしまう」
という発言があった。日常的・継続的な活動のため
には居住地域と近い方がよい。ただしメンバーの職
業はあまり意識していないようである。
　活発な活動のためにはリーダーが重要であること
も分かった。リーダーにはメンバーのやる気を高め
たり、マネージャーとして場の設定をしたりするこ

とが期待されている。
　中高年になると「あまりムキになってやりたくな
い」との発言があった。トレーニングよりも楽しい
練習試合が好まれる。あまりまじめにやりすぎると
「グループ内の人間関係が壊れる」とも言われる。
そのため、多くの人のクラブ・サークルで飲み会が
半ば目的化しており、バーベキュー、クリスマス会、
花見、花火見物などが実施されている。
　入会時はmixiや一般のホームページで丁寧に情
報を検索して比較検討している。しかし普段の連絡
はメール、twitter、facebook、skypeなどのリアル
タイム・メディアが好まれる。但し今後は入会時に
facebookは有用であろうとの発言があった。個人
名をクリックするとプロフィールが分かるので、ど
のような技能レベルの人かが分かるからである。

４．スポーツ・コミュニティ参加の規定
　　要因の定量分析（研究２）

４－１．仮説モデル
　これまでの検討を踏まえて、図２のように５つの
パスを持つ仮説モデルを提案する。スポーツクラ
ブ・サークルについてのDARTと経験価値が、ク

表３　フォーカスグループインタビューの主要結果

（出所）スポーツクラブ・サークルに関するインタビュー（2012）
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　ラブ・サークルに対する満足度とロイヤルティを
経て、クラブ・サークル継続期間を規定すると考え
る。
　また研究１の結果から、メンバーの技能レベルな
どの同質性や居住地域との近接性といった「クラ
ブ・サークルの知覚品質」が顧客満足度を規定する
というパスも組み込んだ。

４－２．調査の概要
　以上の仮説を検証するため、2012年１月下旬にイ
ンターネットでのアンケート調査を実施した。対象
は楽天リサーチの全国調査パネルである。スクリー
ニング質問は「あなたはスポーツに関わるサークル
やクラブに所属して運動していますか。スポーツに
関わるサークルやクラブとは、地域、職場、学校の
サークルや、民間企業経営のスポーツジム・フィッ
トネスクラブなどを指します」である。男性30代、
40代、50代、60代について、それぞれ500サンプル
の有効回答を得た（注）。

４－３．尺度
　DART充 実 度 に つ い て は、Prahalad and 
Ramaswamy（2004）を用いて、後に示す表４の項
目を用いた。「あてはまる」から「あてはまらない」
までの５段階尺度で回答を得た。
　経験価値の強度については、Schmitt（1999）を
用いた。表５に示すとおりである。「そう思う」か
ら「そう思わない」までの５段階尺度とした。
　二宮・菊池・守能・池田・永吉（1994）の商業ス
ポーツクラブの研究では、その品質要因として、立

地、施設、スタッフ、プログラム、知名度、料金、
雰囲気、営業時間、混み具合などをあげている。ク
ラブ・サークルの知覚品質についてはこれらを参考
に、研究１の結果からメンバー評価に関連する項目
を充実させ、表６に示す項目を用いた。「あてはま
る」から「あてはまらない」までの５段階尺度を用
いた。
　 表 ７ に 示 す 通 り、 満 足 度 に つ い て はOliver
（1980）を用い、ロイヤリティについてはYoo and 
Donthu（2001）を用いた。いずれも「そう思う」
から「そう思わない」までの５段階尺度とした。
　クラブ・サークルの継続期間は、「あなたがその
スポーツに関わるサークルやクラブに入会してから
どのくらいがたちましたか」という質問に対し、
「20年以上」から「１か月未満」までの8段階尺度
とした。

４－４．因子分析による潜在変数の検討
　次に、DART充実度（表４）、経験価値強度（表
５）、クラブ・サークルの知覚品質（表６）につい
て、因子分析を行った。最尤法を用い、バリマック
ス回転後の因子負荷量を利用して因子を抽出した。
その結果DARTでは３因子、経験価値では２因子、
クラブ・サークル知覚品質では６因子が抽出された。
　DART充実度については、現在のDARTと過去
の入会前のDARTの２つの因子と、仲間や参加に
関わる３つめの因子が抽出された。前２因子はそれ
ぞれ「対話」「アクセス」「リスク」「透明性」の４分
野にまたがっているが、第３因子は「対話」だけに
分類される。クロンバックのαは十分に大きい。

図２　仮説モデル
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　経験価値強度の２因子は、「思考性・関係性」の
因子と、「感覚性・感情性・行動性」の因子に分か
れた。前者はクールでドライであり、後者はホット
でウェットな因子であると考えられる。クロンバッ
クのαは十分に大きい。
　クラブ・サークルの知覚品質では6因子が抽出さ
れた。「価値観同質性」、「運動能力優越性」、「クラブ
伝統性」のクロンバックのαは十分に大きいが、そ
の他の３因子のαは0.65未満であった。第4因子に
ついては因子負荷量が上位の２変数のみ採用して

「目的適合性」とした。αは0.65である。研究１で
は職業の同質性は強調されなかったが、本音として
は価値観の同質性を担保する程度の職業の同質性は
重視されているようである。しかし使っている道具
の程度、年収や学歴の高低などについては相対的に
重視されていないようである。
　これらの因子を用いて共分散構造分析を行った。
モデルに用いた観測変数と因子は表７の通りである。
なお満足度のαは0.89、ロイヤルティのαは0.89で
あった。

表４　因子分析（DART充実度）
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表５　因子分析（経験価値の強度）

表６　因子分析（クラブ・サークの知覚品質）
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表７　因子と観測変数

係数２はその上位の因子から観測変数に引かれたパスの係数。係数１はさらに上位の因子から当該因子
に引かれたパスの係数。
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４－５．共分散構造分析による仮説の検証
　図３が実証されたモデルである。観測変数、誤差
変数は記載を省略した。モデルの適合度はほぼ十分
なレベルにあると言えよう。なお記載は省略するが、
複数の相関関係を仮定し、探索的にモデルの適合度
向上を図った。
　仮説モデルの通り、DART充実度が経験価値の
強度を規定している。経験価値の強度は、クラブ・
サークルの満足度を規定し、またクラブ・サークル
の知覚品質も満足度を規定している。満足度はクラ
ブ・サークルへのロイヤルティを規定し、ロイヤル
ティはクラブ・サークルの継続期間を規定している。
全てのパス係数は１％水準で有意であり、仮説モデ
ルは支持されたと言える。

４－６．多母集団分析
　この実証モデルについて、いくつかのセグメント
に分けた多母集団分析を行った（表８）。第一に、
クラブ・サークルの形態がボランタリーなサークル
であるものと民間企業や自治体が経営するスポーツ
ジム・フィットネスクラブとに分けた。第二に、ク
ラブ・サークルへの参加目的が競技を指向した「ハ
ード」な場合と、日常的な体力づくりや楽しみを指
向した「ソフト」な場合とに分けた。第三に、クラ

ブ・サークルの規模が10人以下と11人以上とに分け
た。第四に、年齢が30代、40代、50代、60代の4セ
グメントに分けた。各因子の構造についてはそのパ
ス係数に等値制約を設けた。
　その結果、「DART充実度⇒経験価値の強度」の
パスについてのみ、３つの有意差が観察された。す
なわち、参加目的において「ハード」な場合の方が
「ソフト」な場合よりもパス係数が大きい。記録や
試合を重視する方がクラブ・サークルに対して要求
水準が厳しくなるために、そのDARTの充実度
（対話、アクセス、リスク、透明性）が重視され、
経験価値を強く規定するようである。所属するクラ
ブ・サークル規模において10人以下の小規模集団の
方が11人以上の大規模集団よりもパス係数が大きい。
小規模な集団であるほどDARTの充実度が重要で
あり、失敗すると逃げ場がなくリスクが大きいと考
えられる。年代において「60代」の方が「50代」よ
りもパス係数が大きい。経験豊富な60代の方がクラ
ブ・サークルの選択についてリスクを嫌うのかもし
れない。
　以上のパス係数の差は5％水準で有意ではあるが、
他のパスについては有意差はなく、どのようなセグ
メントにおいても図３の実証モデルは適合すると考
えられる。

n =2,000, χ 2=13,383,　 自 由 度=1,741, 
GFI=0 .78 ,  AGFI=0 .76 ,  CFI=0 .87 , 
RMSEA=0.06。○は潜在変数、□は観
測変数。数字は標準化係数であり、すべ
て１%水準で有意。

図３　実証モデル
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５．結論

　以上のように、スポーツクラブ・サークルにおい
ても、DARTや経験価値が満足度を規定すること
が実証された。その規定力はクラブ・サークルの知
覚品質と同等程度である。DARTや経験価値を充
実させることで、クラブ・サークルに対するロイヤ
ルティが増大し、運動継続につながることが確認さ
れた。
　フォーカスグループインタビューの結果では、ネ
ットサービスは特にクラブ・サークルへの入会時に
威力を発揮していた。ネットサービスによって「対
話」や「アクセス」を促進し、「リスクマネジメン
ト」を容易にして「透明性」を高めることができれ
ば、クラブ・サークルへの入会促進だけでなく、満
足度やロイヤルティの向上が期待され、運動継続が

促進されるだろう。
　金森（2009）などでは、ネットコミュニティ上の
情報の信憑性が高いがゆえに、メンバーの態度変容
への効果が大きいとされてきた。しかしネットコミ
ュニティによってDART（対話、アクセス、リス
ク、透明性）を充実させることができれば、メンバ
ーの参加意識が高まって満足度が向上することが予
想される。今後はDART充実を目的としたネット
サービスの開発が重要となるであろう。

【注】
　本研究は科学研究費補助金の助成を受けたもので
ある（基盤研究C「健康行動変容におけるネットコ
ミュニティの役割」）。

表８　多母集団分析結果（パス係数）

＊「形態」については「その他」がn=135。
すべて1%水準で有意。両矢印は5%水準で有意差のある係数の対。
多母集団1（クラブ・サークルの形態）
n=2,000, χ2=14,642,　自由度=3,537, GFI=0.75, AGFI=0.74, CFI=0.85, RMSEA=0.04
多母集団2（クラブ・サークル参加目的）
n=2,000, χ2=15,993,　自由度=3,537, GFI=0.75, AGFI=0.74, CFI=0.86, RMSEA=0.04
多母集団3（クラブ・サークルの規模）
n=2,000, χ2=15,689,　自由度=3,537, GFI=0.75, AGFI=0.74, CFI=0.85, RMSEA=0.04
多母集団4（年代）
n=2,000, χ2=20,741,　自由度=7,129, GFI=0.71, AGFI=0.70, CFI=0.85, RMSEA=0.03
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